
教育委員会定例会協議報告事項 

令和７年11月18日  

 

【協議事項】 

○ 令和８年度新規事業等について                 （各課 別冊資料） 

【報告事項】 

○ ながおかCome100クラブ（地域クラブ）活動の進捗状況について 

          （学校教育課 資料Ｐ１～５） 

○ 第６回長岡市文化財保存活用地域計画策定協議会報告について     

（科学博物館 資料Ｐ６） 

  ○ 第３期長岡市スポーツ推進計画の改定について     （スポーツ振興課 資料Ｐ７） 



 

学校教育課 部活動地域移行室 

 

 

 

 

 

 

 長岡市と長岡市教育委員会は、９月から、中学校部活動の教育的意義を継承した

新たな地域クラブ活動「ながおか Come100 クラブ活動」を開始しました。運営主体

は（公財）長岡市スポーツ協会で、（公財）長岡市芸術文化振興財団とともに活動支

援も行っています。 

子どもたちに活動の場を確保し、選択肢を広げられるようスポーツ活動 16 種目、

文化芸術活動４種目のクラブを開設し、種目別に市内 84 会場に分かれて、1,339 人

（９月末時点）が参加し、順調にスタートしています。 

少子化や教職員の働き方改革が進むなか、国は、各自治体に地域と学校が連携

し、持続可能なスポーツ・文化芸術活動の環境を整えるよう求めています。 

本市は、令和２年から「中学生スポーツ活動推進モデル事業」を開始するなど、

早くから部活動の地域移行を見据えた準備を進めてきました。長岡市規模の自治体

で、市内一斉に地域移行する事例は全国的にも珍しく、特に、部活動の教育的意義

を継承し、生徒や指導者などが安心して参加できるガバナンス体制を構築した点に

ついては、国や他の自治体から先進的な取組として注目されています。 

 

１ ながおか Come100 クラブ ３つの特色 

① 教育的意義の継承 

これまでの学校部活動が持つ「多様な学びの場としての教育的意義」を継

承し社会教育に位置づけ、部活動のなくなった週末にも、これまで通りの活

動の場の確保することを最優先に考え、中学生の心身の健全育成を目指して

います。 

② ４者協定によるオール長岡での管理・運営体制（別紙１参照） 

    長岡市、長岡市教育委員会、（公財）長岡市スポーツ協会、（公財）長岡市

芸術文化振興財団の４者で実施体制を構築しています。 

   指導人材データバンクには、指導スタッフ・活動サポーターとして、地域の

指導者、教職員、保護者など 485 人が登録（9月 30 日現在）。オール長岡で

活動を進めています。 

③ 安心・安全に参加できるガバナンス体制 

    生徒や保護者、指導者の安全・安心の確保のため、指導人材認定要綱を策

定し活動の手引き、指導者ガイドラインを配布したほか、保護者、学識経験

者、弁護士などで構成する推進協議会を設置して、ガバナンス体制を構築し

ています。 

   ながおか Come100 クラブ活動の手引き、長岡市少年スポーツ活動ガイドライン 

※長岡市の先進的な取組について、これまで 54 自治体からの視察があります。 

全国から注目される中学校の地域クラブ活動 

「ながおか Come100 クラブ」がスタート 
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２ 活動に参加した生徒・保護者や指導者の反応 

  ○生徒の声 

  ・学校の部活動とは違うメンバーでの活動で得るものが多い。 

  ・人数も多く充実した練習ができ、専門的な指導が受けられる。 

  ・普段と違う先生（指導者）から、指導してもらえる。 

  ○保護者の声 

  ・学校の部活動では人数が少なく、チームとして試合に出場できないが、 

複数校で集まることで、試合ができることは良いことである。 

  ・送迎の負担、参加費と保護者会費の負担増がある。 

  ○指導者の声 

  ・それぞれの学校で継承されてきた部活の伝統を引き継ぎながら、新たな歴史 

をこのメンバーで作っていきたい。 

  ・学校の先生は専門種目でない競技を担当することが多いが、地域クラブ活動 

は専門の競技経験者が指導するので、高いレベルを目指すことができる。 

 

３ 今後の取組 

    ○中学生を対象に、休日の過ごし方についてアンケートを実施する予定。希望

する活動に参加できているかを調査し、今後の施策に生かす。 

   ○保護者の金銭的な負担軽減について、国の新たな方針を確認しながら対応 

 

【参考】 

  

●これまでの主な取組 

 平成 30 年度 長岡市中学校部活動基本方針を策定 

 令和２年度 中学生スポーツ活動推進モデル事業を開始 

 令和３年度 部活動改革検討委員会を設置 

 令和４年度 上記の検討委員会をスポーツ・文化芸術活動環境整備検討委員会に改称 

       「部活動の地域移行 NEWS」の配布開始 

 令和５年度 学校教育課内に部活動地域移行室を新設 

       中学校部活動及び地域クラブ活動基本方針を策定 

 令和６年度 市、教育委員会、スポーツ協会、芸術文化振興財団で「長岡市地域クラブ 

       活動の推進に関する協定」を締結 

       長岡市の取組を計画の一部とする新潟県が、国の重点地域に採択 

 令和７年度 「ながおか Come100 クラブ活動」開始 

●認定クラブ数 ●参加者数　 ●指導人材登録数

種目 クラブ 1年 2年 3年 計
指導

スタッフ
活動

サポーター
計

スポーツ 16 62 スポーツ 386 478 15 979 スポーツ 186 162 348

文化芸術 4 22 文化芸術 197 163 0 360 文化芸術 53 84 137

計 20 84 計 683 641 15 1,339 計 239 246 485

※認定クラブの詳細は別紙２参照。数字はいずれも令和７年９月30日時点
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  Sports Data Bank Group

練習計画、会場確保、活動実施、出欠確認、実績報告等

運営体制整備・システム導入支援 など

地域クラブ活動の実施体制

⾧岡市

⾧岡市（市民協働推進部）

管理主体

⾧岡市教育委員会（教育部）

（公財）⾧岡市スポーツ協会

運営主体

コンサルティング委託

運営支援

構想・制度の設計、移行業務の統括、
検討委員会の運営、活動エリアの調整、

指導者講習

申込受付、保険加入、参加料集金、
指導者報酬支払い、税申告 等

支援団体

（公財）
⾧岡市スポーツ協会

（公財）
⾧岡市芸術文化振興財団

活動団体

指導人材確保・育成、コンプライアンス など

地域
クラブ

地域
クラブ

地域
クラブ

指導人材データバンク

地域
クラブ

• 人材登録・管理
• 活動実績管理
• 報酬支払管理 等

• 予約管理
• 決済管理

会員管理 指導者管理
効率的運営を支援するシステム

PICK UP

実施体制において役割を担う⾧岡市、⾧岡市
教育委員会、（公財）⾧岡市スポーツ協会及び
（公財）⾧岡市芸術文化振興財団の4者の連携協
力について「⾧岡市地域クラブ活動の推進に関
する協定」を締結した。

４者協定の締結（令和6年７月）

※⾧岡市ホームページより抜粋

一部事務の一元管理

活動支援

設置・運用設置・運用

○○
中学校

○○
中学校

○○
中学校

活動会場・連携

中学校

活動会場、平日の部活動との連携 など

API

別紙１
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令和５年 月ながおかCome１００クラブ活動エリア一覧

※活動エリアは、今後も参加者数の状況等により調整、変更
となる場合があります。

別紙２
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科学博物館 
 

第６回長岡市文化財保存活用地域計画策定協議会報告 

１ 開催日時及び会場 

（１） 日 時 令和７年 10 月 14 日(火曜日) 午後２時から４時まで 

（２） 会 場 さいわいプラザ４階 教育委員会会議室 

２ 出席者 

・ 長岡市文化財保存活用地域計画策定協議会委員 14 名 

（定員 15 名のうち１名欠席、２名代理出席） 

・ 金垣教育部参事・科学博物館長 五井館長補佐 鳥居文化財係長 他事務局１名 

・（株）グリーンシグマ２名 

３ 会議内容（議題）                   

（１）第 1章～第４章について 

（２）第５章～第７章について 

（３）第８章 関連文化財群について 

（４）第９章 文化財の保存・活用の推進体制について 

４ 主な意見・質問 

意 見・質 問 回 答・対応案 

教育大綱や国土利用計画などの関連計

画との整合を図り、最新の数字に修正し

たほうが良いと思う。 

他の関連計画や統計の数字は、最新のも

のに修正していく。 

本地域計画の方向性の記載内容は、アク

ションプランという理解でよいか。 
その理解でよい。事業を毎年評価するか

どうかは未定である。ある程度の期間が

経た段階で評価していきたいが、明確な

評価方法は今後検討していきたい。 
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スポーツ振興課 

第３期長岡市スポーツ推進計画の策定について 

 

１ 計画策定の趣旨 

  平成 28 年度に策定した現行の長岡市スポーツ推進計画は、新型コロナウイルス

流行や東京オリンピック・パラリンピックなどを経て令和８年度で満了する。令和

４年度に行った計画中間見直しを経て今後の推進計画を策定するもの 

 

２ 計画見直しの概要 

  長岡市総合計画の改定に合わせて「スポーツに対する関わり方の多様性」を踏ま

えて重点目標ごとの取組方針や成果指標を定める。 

 

３ 検討体制 

  学識経験者（大学教授）、長岡市スポーツ推進委員、学校教育関係者等の 10 名程

度で構成する策定検討委員会を立ち上げて検討を進める。 

 

４ 策定スケジュール（主な予定） 

年度 日  程 会議名等 概  要 

R7 

R7.11 月 スポーツ推進審議会 市民アンケート調査概要説明 

R8.3 月 

策定検討委員会 
市民アンケート結果の共有、現

行計画の評価検証 
スポーツ推進審議会 

教育委員会協議会 

R8 

R8.7 月 策定検討委員会 計画書骨子案への意見聴取 

R8.10 月 策定検討委員会 計画書素案の内容審議 

R8.11 月 

スポーツ推進審議会 

計画書素案への意見聴取 教育委員会協議会 

市議会議員への説明 

R8.12 月 パブリックコメント 市民から広く意見を聴取 

R9.2 月 

策定検討委員会 計画書素案の最終確認 

スポーツ推進審議会 
計画書素案の最終審議 

教育委員会協議会 

R9.3 月 教育委員会定例会 スポーツ推進審議会の答申審議 
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